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和牛の四肢骨の運動軸に関する研究

　　　　　　　　　第1報　骨測定による運動軸の長さについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　盛　政　貞　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　且，緒　　　言

　和牛は役用に供せられる点に大なる特質を有し，その体型の力学的構成は役用能力の上に

重要なる意義をもつにかかわらす，この方面の研究業績は極めて少い。

　馬については，動物力学の概念に立って、M，Le皿01gneによって四肢骨の運動軸の測定
　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）（3）

法が確立さ牝，最近発刊め馬に関する和書にもその測定法の記載を見るが，和牛について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
は，四肢の骨賂1関節の形態に馬と異る点があるにもかかわらす多これが測定法の研究を欠

いでいる。從って四肢骨に関する長さ1角度等の測定は，運動軸に基礎をおくべきであるに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
かかわらす，從來の測定はこの根拠に乏しい。〉・きおい，現行の黒毛和種審査標準において

も，その役用能力に関係ある諸規定は，未た，科学的根拠とその測定法に不充分な憾があ

る。

　乃って1筆者は干口牛におけ苧四肢骨運動軸に関する測定法を確立して1役用能力審査の科

学的根拠を明かにし，ホいて和牛の改良に資する目的をもって，先す雪生体測定にさきだ

ち，解剖材料による骨酪について，精確なる測定法の決定と測定を試みた、而して茅ここに

は運動軸の長さについての威績を取纏め牝。

　本研究は文部省科学研究奨励交付金を受けて行っ牝研究の1部であり，講座主任山根精一

教授より研究の便宜を輿えら牝，東京大学野村晋　講師より本研究取纏めについての御助言

を載き，精肉間屋主、木村吉刻邦氏より材料提供についての格別の御懇清を載いた，薮に記

して謝意を表したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　旺材料及ぴ方溝

　ん　材料1昭和24年1月より5月の間に出雲市々営屠場に集っ牝もののうち，牝6多牡13

（内，牝1，牡3は胎兄）計19頭ρ肉剥し直後の生骨を用い牝曲、胎齢及び年齢は1多胎齢284目

のものの外は種付月日或は生年月目が不明であっ牝ので，精肉間屋主，木村吉玖郎氏の言，

並びに歯の扶態より推定した，満年齢によって記載し粒。

　B．方法1

　　1，骨の廻韓軸The　ax1s　of　rotat1on　of　the　bone或は関節の運動中心The　center

of　mo▽ement　of　the　articu1ation：関節の形扶並びに接合扶況刃靱帯の走向及び附着扶態

及び関節の運動性等の考察よりして，力学的に精確であることを期すると共に一面生体測定

において求め易いごとをも考慮して，滑絡の外面における位置の決定を弐の如くしブこ。

　　a）前　肢骨

（1）　Goubaux　and－Barr1er（1904），The　Exter1or　of　the　Horse，371～

（2）久合田勉（1934）；罵挙外貌篤152～157
（3）　固垣佳雄（1950）；馬学綜調，96～98

（4）塘井溝（1949）；家畜比較解剖学，48～92・

（5）羽部義孝外3氏（194g）；和牛の審査，26
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　　1），肩脾上腰軸或は肩関節の運動中心　　上膵骨頭の外側，上膵大緒勧の後方起始部，

A（図1による。以下同じ）

　　2），上臓1棲軸或は肘関節の運動中心　　上腰滑車の外側，靱帯窩の申心，B．

　　3）多棲腕軸或は腕関節の運動中心　　外腕骨の外側，前上方閨節面に対する中心，C．

　　4）、腕前第1指軸或は球節の運動中心　　腕前滑車の外側，靱帯窩の申心，D．

　　5）事第1指第2指軸或は繋関節の運動中心　第4指の第1指骨の外側，靱帯窩の中心多
E．

　　b）後　肢骨

　　1）多腰股軸或は臆関節の運動中心　　騰骨では碑臼の申心，F、股骨では股骨頭の外側

股骨轄子の則方起始部多F’。

　　2）多股麟歯或は膝関節の運動申心　　股骨外穎の外側多膝鰯筋窩の申心，G

　　3）多脛蹄軸或は飛節の運動申心　　限骨の外側，対膀骨関節面に対する中心多亘

　　4）多鮒前第1趾軸或は球節の運動中心　　附前滑車の外側，靱帯窩の中心，L

　　5），第1趾第2趾軸或は繋関節の運動申心　　第4趾の第1趾骨の外側，靱帯窩の中心蓼

∫；…ジ■1

　　2勇骨の運動軸The　ax1s　of㎜oye鵬nt　of　the　bone

　　盆）前　肢骨

　　1），肩岬骨の運動軸　　肩関節の運動中心，Aから起つて副甲骨の前，後角の中点，K

午軍一甲甲野餓Lに至碓線（A九
　　2）勇上腰菅の蓮動軸　　Aから肘関節の運動中心，Bに至る直線多（B）。

　　3），棲骨の運動軸　　Bから腕関節の運動中心，Cに至る直線（C）。

　　4）蓼腕前骨の運動軸　　Cから球節の運動中心，Dに至る直線茅（D）。

　　5）多第1指骨の運動軸　　Dから繋関節の運動中心，Eに至る直線至（E）。

　　b）後肢骨
　　1），騰骨の運動軸　　腸骨外角の前縁中央多Mより坐骨端Nに至る直線，（F）。

　　11），腸骨の運動軸　　Mlより臆関節の運動中心，Fに至る直線，（F1）。

　　1”）多坐骨の運動軸　　FよりNに至る直線，（F”）。

　　2）多股骨の運；動軸　　臆関節の運動申心，F〆より膝関節の運動中心多Gに至る直線，

（G）。

　　3）多脛骨の運動軸　　Gより飛節の運動中心，Hに至る直線，（H）。

　　4）多尉前骨の運動軸　　Hより球節の運動申心，Iに至る直線，（I）。

　　5），第1趾骨の運動軸　　Iより繋関節の運動中心，Jに至る直線，（J）。

　　　ギ測定籍具1直尺（或は折尺）及び挾測器（銑工所使用の丸パス）を用い走。

　　　　　　　　　　　　　　　㎜芭成績及ぴ考察

ん　四肢骨運動軸長の年齢別数瞳　　絶対成長．四肢骨の運動軸Z）長さを年齢別に纏める

と表1の如くで，ご牝を図示すると図2のようになる。

諌査例が少いため完全な成長曲線を得るに至らないカ㍉一比較的卿数の外牡について∴各、

骨の運動軸長の最木値に達した年齢を見ると表2の通りで、
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表皿四膜骨の．運動軸の長き一（箪位C㎜）

牝牡牝牝牡牡牡牡牝胎麟　　　　　　　年齢
qケ月8ケ月284目　1歳　1歳　2歳　3歳　4歳　8歳　工3歳

例薮（異胴篇）　（呈）　（｝）　　（｝）　　（芸） （1）

1
（3）

4
（3）

4
（1）

1
（2）　1（1）

3　　ぎ1

肩服骨＆615519・432・54λ34蝸43・9仏7445145・6
上膵骨4・8乱41L31臥1，21－521，921，222ユ21，822．O

饒　骨6．61ふ2牡9235275会782＆32τ32＆32τ2
腕前骨6，413，715石21，821，923，023，021名2＆32ω
第1指骨　1■　3．4　39　5．9 5．8 6．1 6．2 5．7 6．O 6．2

魔　骨＆51＆118名353432，43・143■47，548・74a5
陽骨479－110，421－4240－24．82532＆228．12＆3
坐骨437．99．31772Z9‘22422－725．4241！、23石

腿　骨6．91401＆02a6i30．23α831L23Z23レO13α5
t脛　　　骨　＆2　1τ2　19・7　3α0　　33－O．．34．6　　346　、、鉢牙’！踏7　33．9

・附　・前　骨一・　77’1a7　　19，6　　25石　　．2612’　27盾　　272　－26：5’〆2＆0　　26．5

第ユ踏’骨・1．7ト■一35　一ω 6．O 5．9 6．3 6．5 5．9 6．2 6．3

義望　骨の運動輔長の最大値に達した年麟

年 齢 骨
マ■‘

2’ 歳 ．’蹴前骨・腕前骨
｝＾

3‘ 歳 麓骨・第1指骨。第1趾骨

4 歳 肩肝骨・上鱒骨・臆骨・膜骨・脛骨、

　．謹；牡13例．（直し肩胴骨は10例）についての成績である。＝腕前骨1附前魯は比較的早期に，棲骨・第1指骨・第1趾骨はこ牝につぎ多肩脾骨・上魑

腕前骨哨前骨は比較的早期に多棲骨9第1指骨平趾骨はこ牝につ色副甲骨0坤
骨1臆骨’1股骨・脛骨等は比較的晩期に完熟するもののようで、就中婁・図2の曲線の傾向と

も併せて考察すればタ’尉前骨1腕前骨が最も早熟であり，臆骨1副甲骨が最も晩熟であると

思われる。但し，調査例数1調査例に含まれナこ個体の年齢の上から多また屠殺前の生体観察

において完熟しブこと思わ牝るものがいなかつたことから1この最大値に達し牝年齢を以下直

亭に完熟期と徴すことは勿論距來ない。

　B屯四肢骨運動軸長上膵骨運動軸長指数の年齢別数値　　相対生長1四肢骨の運動軸長の

上膵骨運動軸長に対する指数を求め，こ牝を年齢別に纏めると表3の如く，一ご牝を図示す牝

1干図3の如くなる・　　　　　　　　、’■’1
　勘ちこの指数は年齢の進むにしテこがって，臆骨為肩脾骨のように値が増大し1そゆくもの

と，棲骨その他のように滅少してゆくものとがあることが認めら牝る。この関係をもっと端

的に，明瞭に把握するために、各骨の胎兄におげる指数に対する夫々の晴竿後のものに奔ポ．

る指数の増加率を算出すると多表4のようになる。
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表3　四、陵骨蓬動軸長上鱒骨運動輸長指数

牡牡牝牝牡1牡牡牡牝牝胎麟　　　　　　　年麟
6ケ月8ケ月284目　1歳　1歳　2歳　3歳　4歳　8歳　13歳

例数（異肝猛）（1）（1）（1） （1）

1
（1）

1
（3）

4
（3）

4
（1）

1
（2）

3
（1）

1

肩岬骨175．5164．9171■170．21鮒71872204β202－32帆7207・3

上鱒骨100．0100刀10α0100刀100刀100．0100，010α010αO100・O

榛　　骨13a614α4131．9123．0127912τ013361235130－6123－6

腕前骨13131457138－11141101－91α54108，698，610τ399．5

第1指骨　34．93a234．5　3α9　270　肌4　2蝸　26－2　27－5　282

魔　　骨177．2171－31鮒41848200－9197．0206．6215．4224．0211．4

腸骨97096892．9112刀11161132119－31肌613Lg128・6
坐骨8S．784082，392■106－5102．5107．111541110106－8

股　　骨143．81489141石13931140，514α514τ71457142．6138届

脛骨171018301743157．1154．0158．1163．3157．01概815ム2

蹴前骨160617771735134・012L91264128・9119・0128・6120・5
第1趾骨　350372354　314　28，1　28．8　3σ．5　27－2　2＆6　28－6

表垂　四膜骨蓬動軸長上鱒骨運動輸長指数の胎兄平均を100とする閏生後のものの卒均の墳カ嘩

魔骨1肩胴骨 ’
上鱒骨1

股　骨饒骨1腔骨第・趾骨1第1指骨 1腕剛締骨
胎　　　　兄 100二0 10ユ0 100．O 10αO 10αO 100－O 100－O 10ひO 10α07 100－0

贈生後のもの 119．62 11509 ’
一
’

10αO 98．76 94．57 91．02 8λ54 79．89 7．63 7540
略生後9もの一胎見

19．62 1509 O 一124一543 一8．98 一17．46 一2α11 一22－37 一2460

播加の範囲　　（群）
1
5
～
2
5
（
・
）

5
～
1
5
一

5～一5（d） 一5～一5　（C） ＿15～＿25　（b）

　郎ち，ご牝にしテこがうと，四肢の骨は運動軸長の成長率の度合によって，（a）多蔵長率の

著しく高〉・臆骨・副甲骨・（b）・威長率の高い上膵骨・興骨，（c）多成長率の低v・棲骨1脛骨

（d），成長奉の著しく低い第1趾骨1第1指骨。腕前骨1附前骨の4群に別げることが出來

る。総播的に言って，四肢骨の運動軸長の威長率は近位部の骨において高く茅遠位部に至る

にしたがって低い。これを体型の変遷D上から見ると、胎兇では肢部が比較的長く多出生後

のものでは胴部が比較的大きくなる。A■の項において考察し牝ところとも考え併せて四肢骨

の運動軸長の成長は，出生という過程とも，その後の諾器官の発達とも至妙な有機的適合を

もっているごとがうかがわ牝る。

　C，各骨の運動軸長の囚肢骨間における相対的大きさ，並びに近位部からの大きさの階

梯：四肢骨運動軸長上鱒骨運動軸長指数の平均値を求める‘と表5の如くで，臆骨最も大き

く，副甲骨・脛骨・股骨1尉前骨1榛骨。腕前骨1上鱒骨1第i趾骨1第1指骨の順に小さ

い。またご牝を近位部の骨から順弐に見てゆくと，その大きさの階梯は前，後肢同型をなし

ている。畠Pち近位部から第1の肩脾骨1臆骨は共に最大であり，第2の上鱒骨1股骨は夫々
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表5　四膜骨運動輯長上膳骨運動軸長指数の卒均

肩　　　脾　　　骨

上　　　騰　　　骨

廃　　　　　　骨

腕　　　前　　　骨

第　　1　指　骨

魔　　　　　　骨

腸．　　骨

坐　　　　骨

股　　　　　　　骨

脛　　　　　　　骨

附　　　前　　　骨

第　　1　趾　　骨

例　　　数

15

19

19

19

19

19

19

19

19

19

19

19

最　　　　小

165

100

122

99

26

’166

93

82

136

151

119

27

最　　　　大

213

100

140

146

36

229

134

115

152

183

178

37

卒　　　　均

191．7

100．O

130．4

112．6

29．7

199．5

1153

102．O

143．4

162．4

135．6

30．6

第1の骨より小さく，第3の棲骨1脛骨は夫々第2の骨より大きく，第4、第5の骨ぱ夫々

第3の骨より順弐小さくなっている。

　n前後肢別骨運動軸長の和：前肢の肩脾骨1上購骨1棲骨・腕前骨1第1指骨の運動軸

長の和と，後肢の腸骨1股骨1脛骨1附前骨・第二1趾骨の運動軸長の和を求めて表示す牝ば

表6の如く，

表6前膜骨の蓬動軸長の和と後膜骨の蓬動輯長の和との比較
牡
胎
齢
6
ケ
月

牡
8
ケ
月

・
牝
2
8
4
目

牝
年
麟
1
歳

牡
1
歳

牡
2
歳

牡
3
歳

牡
4
歳

牝
8
歳

牝
1
3
歳

晴兄／串生後のもの指数

例　　　数 1 1 1 1 1 3 3 1 2 1

前　肢　骨 28刀5 552 651 1028 1190 120．1 121．3 121乃 1229 1229

後　膜　骨 28－85 60．5 697 1096 119－3 1233 125．5 127－3 12a7 125．5

後肢骨！剛膜骨指　　　数

103 110 107 107 100 103 103 105 103 102

串生前後別牛均 胎兄　　106．7 串生後のもの　　1032 103．39

前肢の和より後肢の和が長い。ごのごとは牛体の推進力が前肢より後肢において大なろこ
（コ）（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

とと関蓮するものの如く，また，從來直飛が嬢牝ているが，この場合，運動軸長は正常なも

のに比し小となり，推進力を滅弱するものと推察さ牝る。

　まナこ，前肢より後肢の運動軸長の和の長い度含が，出生後のものに比し胎兇において著し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）いことは，牛体の十字部高が体高に比して幼時に高く成牛に至るに徒って低くなることと関

連をもつものと思わ牝るo

（1）羽部義孝外数氏（19501）；最新の和牛，161。

（2）久合固勉（1934）；馬学外貌篇，113。

（3）上坂章衣（1942）；和牛飼育精調，120。

（4）石原盛衛（1949）；和牛，141。
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　E。腸骨運動軸長婁坐骨運動軸長指数1例数19で，最小104，最大123，ヰ均112．8土α

778多標準煽差503土α　551，変異係数4　46で腸骨が坐骨に比し1Z　8％長い。黒毛和種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工）
の審査標準では騰の位置が腰角と坐骨端から大体等距離にあることを要求しているが，解剖

材料による本威績では上述の如く，魔関節の運動心畠口ち碑臼の中心は腰角前縁中央よりも坐

骨端へ寄っている。

　R第1指骨運動軸長タ第1趾骨運動軸長指数：例数17，最小91。最大99，平均9巳8±0

317，標準偏差1．93土α223，変異係数1．99で第1指骨が第1趾骨よりユ　2％短い。畠P

ち前膜の繋より後肢の繋の長いことを意味するもののようである。まテこ，ごの第1趾骨の運

動事曲長が第1指骨の運動軸長より長いことは、後肢骨の運動軸長の和が前肢骨の運動軸長の

和より長いこととも関係し，同様の意義をもつものと思われる。

　G蹄運動軸長上腰骨運動軸長指数1繋関節の運動中心，前肢，E，後肢，Jに起って至

蹄尖壁に平行に進んで蹄底，Oに達する直線　　蹄運動軸長，Kの上腰骨運動軸長に対す

る指数を蹄運動軸長上腰骨運動軸長指数とよぶごととすると，前出材料以外の牡4歳1牝7

歳の2頭につ〉・て求めた茅それの平均は前，後肢共46であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　W摘　　　　　要

　和牛四肢骨の骨そのものについて運動軸の測定法を決定し，牝6，牡13（内，牝1，牡3

は胎兎）計19頭の骨賂について運動軸の長さを測定した。

　（1工四欺骨の運動軸の長さを年齢別に取擾めた。運動軸の長さは附前骨1腕前骨が最も

早期に多臆骨1肩脾骨が最も晩期に完熟するもののよう七ある。

　（2〉運動軸長の成長奉の度合によって，四肢の骨は1，（a），成長率の著しく高い騰骨1

副甲徹　（b），蔵長率の高い上腰骨・股歓　（c），威長率の低い榛骨。脛歓（d），成長率の

著しく低い第1趾骨・第1指骨・腕前骨・尉前骨の4群に別けることが出來る。総播的に言

って，四肢骨の運動軸長の蔵長率は：近位部の骨において高く，遠位部に至るぼど低い。

　（3〉四陵骨の運動軸長は臆骨最も大宇く・副甲骨1脛骨1股骨1尉前骨1榛骨1腕前骨

上腰骨④第1趾芦1第1指骨の順に小さい・ご杵を前・後肢別に近位部から見てゆくと，第

1の肩脾骨1臆骨は期こ最大であり，第2の上購骨1股骨は1夫々第1の骨より小さく，第3

の澆骨1脛骨は1夫々第2の骨より大きくぎ第4，第5の骨は夫々第3の骨より順玖小さくな

っている。勘ち運動軸長の大きさの階饒は前，後肢同型をなしている面

　（4〉前肢の肩脾骨。上購骨1榛骨・腕前骨1第1指骨の運動翰長の和より後肢の腸骨1

股骨1脛督1尉前骨1第1趾骨の運動軸長の和が長い。

　（5）。腸骨の運動軸長は坐骨の運動軸長より長い。

　（6）。第1趾骨の運動軸長は第1指骨の運動軸長より長い。

　‘7〉別な材料2頭による蹄運動軸長上膵骨運動軸長指数の平均は前，後肢共46であった。

（1）弼部義孝外3氏（1949）：和牛の審査，26。


